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室の活動報告と今後の課題．第 5 回日本放射線看護学会学術集会抄録集  77 ,2016 

 

学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

2 0 0 1 1 11 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

永山雄二・教授 長崎・ヒバクシャ医療国際協力会 運営部会委

員 
長崎県 

永山雄二・教授 長崎原子爆弾後障害研究会 会長 長崎市 

永山雄二・教授 長崎市原子爆弾放射線影響研究会 委員 長崎市 

永山雄二・教授 Frontiers in Endocrinology 編集委員  

浦田秀子・教授 理事 日本放射線看護学会 

浦田秀子・教授 評議員 日本看護研究学会 

浦田秀子・教授 評議員 日本看護科学学会 

浦田秀子・教授 評議員 日本看護学教育学会 

浦田秀子・教授 認定看護管理者教育課程運営委員、認定

看 護 管 理 者 教 育 課 程 セ カ ン ド レ ベ ル 演

習指導者  

長崎県看護協会  
 

 

競争的資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

永山雄二・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 

甲状腺自己免疫の研究：マウスにおける抗

TSH受容体免疫反応と免疫寛容 

蔵重智美・助教 日本学術振興会 代表 若手研究(B) 
甲状腺における放射線誘導性発癌モデル作

成および抗酸化剤の DNA 損傷抑制効果の解

明 

 
その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

浦田秀子・教授 客員教授（面接授業、公開講座） 放送大学 

 


